


















　東日本大震災の発災直後の地震情報は、“3 月 11 日 14
時 46 分、三陸沖を震源とする M9.0 の巨大地震が発生。
この地震により宮城県栗原市で震度 7、宮城県、福島県







2004 年 12 月 26 日に発生したスマトラ島沖地震津波は、























































　最終的に、3 年後の 2014 年 3 月 11 日時点の犠牲者数
は、18,517 人（死者数 15,884 人、行方不明者数 2,633 人）
となった。しかし、避難生活で体調を崩したなどの理由
で亡くなった「震災関連死」と認定された人数は 1,407






















　石巻日赤では、発災直後（14 時 46 分）、一時的なラ
イフラインの途絶はあったものの、地震・津波の被害は
ほとんどなく、震災による被害は微少であった。発災 7
分後（14 時 53 分）、院内に災害対策本部を設置。発災
39 分後（15 時 25 分）、日頃の訓練通り各エリア設置・








































































































































機関として救急患者を一手に引き受け、3 月 11 日～ 27
日までに 6,947 名の患者（内 557 名は重症患者）を受け
入れていた。発災から約 2 週間経過しても、救急搬送患










































ろしい、悲惨な体験をしていた。全校児童 108 人中 74

















































































































　東日本大震災では、DMAT（Disaster Medical Assistant 











設した JMAT は、今回、約 1,500 チーム、約 6,500 人が
活動し、避難所や救護所における医療を担当した。日赤
の救護班は、東日本大震災で約 820 チーム、約 5,000

































震は『もし起きればではなく、何時起きるか（Not  a 












































































































2013 年 8 月 31 日（土）
南海トラフ巨大地震が発生したとの想定
県営名古屋空港から当院へ DMAT 集結
